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結   果 
登録した 1999 名の児のうち、1624 名（81.2%）において、死亡もしくは 24 ヶ月間研
究地域に居住していたことが確認された。妊娠中に喫煙歴のある母親はいなかったが、
父親の妊娠中/乳児期の喫煙割合は 57.3%と高値であった。父親の喫煙歴は、若年者、







14.8%であった。低出生体重児は、下気道呼吸器感染症による入院リスクを 2.27 倍 
(p-value 0.062)上昇させたが、人口寄与割合は 1.3%と低かった。 
考   察 
父親による受動喫煙が重大な問題となる国において、受動喫煙が下気道呼吸器感染症
に関連した入院リスクを増加させることが明らかとなった。今回の結果は、以前同地
域で行われた横断研究で示された、受動喫煙による小児肺炎リスクを増加させた結果
と一致した。一方、これまでに受動喫煙が胃腸炎発症に関与することを示唆する論文
があったが、本研究では、呼吸器感染症以外の感染性疾患や非感染性疾患の入院リス
クとの関連は示されなかった。妊婦や小児がいる家庭での受動喫煙防止は、小児の健
康を効果的に増進させる対策であると思われる。 
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